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１ 安全装置の装備はお済みですか？

２ みんなの点呼でこどもの生命を守りましょう。

安全装置と人の目、二つを組み合わせることで、二度と事故を起こさない。



１ 安全装置の装備はお済みですか？ ※障がい児入所施設は対象外

・令和４年９月、静岡県牧之原市において発生した車内置き去りによる痛ましい死亡事故を契機に、
令和５年４月１日より送迎用バスへの安全装置の装備が義務付けられています。

装備対象車両イメージ

・装備対象車両は児童の送迎を目的とした
３列以上の自動車です。
※リースや委託会社の車両も対象

(参考)国土交通省ガイドライン抜粋、設置対象イメージ図

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000606596.html


安全装置の方式は降車時確認式と自動検知式の２種類あります。
（厚生労働省ガイドライン抜粋）

※装備にかかる注意事項
・こども家庭庁ホームページのリストに掲載の安全装置を装備してください。

（参考）
安全装置のリストについて（こども家庭庁HP）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/list/

 

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/list/


２ みんなの点呼でこどもの生命を守りましょう。

毎日使えるチェックシート

３ 乗車席の下までこどもの有無をしっかり確認し
ましょう。

２ 連絡のないこどもの欠席は
速やかに保護者に確認の連絡
をいれましょう。

基本の確認を大切に！

本日は欠席
ですか？

１ 乗降車時の点呼、人数の確認
を確実に行いましょう。



【参考資料】

こども家庭庁ホームページ
「こどものバス送迎・安全徹底マニュアル」、「毎日使えるチェックシー
ト」、「送迎業務モデル例」など

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/anzen_kanri/

 

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/anzen_kanri/


安全装置と人の目、二つを組み合わせることで、
二度と事故を起こさない。
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